
六

賓
像
嵐
工
本
の
朝
顔

孝
債
願
事
骨
子
1
老
廃
－

、
「

中
外
矛
凰

一
、
は
　
ト
し
　
め
　
に

専
轡
桝
貰
纂
山
木
孝
に
、
会
剛
藤
原
横
風
の
施

政
耳
の
甘
茶
が
二
本
鼻
歌
で
う
砦
二
本
は
、
凍
雲
キ
（

〓
。
三
）
l
こ
年
号
の
書
見
が
本
受
し
た
一
種
で
あ
り
、
も
う

一
本
は
．
寛
空
耳
（
㌻
八
九
）
に
指
等
恩
多
後
で
濱
写
し

翌
キ
に
本
号
た
嘉
で
あ
る
。
ヰ
ド
仁
和
寸
で
堵
す
さ
れ

仁
和
す
姉
可
の
訓
旦
が
壊
さ
れ
、
仁
お
寺
に
年
菅
、
仕
た
も
の
で

今
∴
第
号
苺
督
養
苧
う
か
が
う
寺
号
孝
あ
る
。

木
場
は
∵
＼
是
蓑
二
本
の
剖
与
二
言
て
串
で
、

畔
や
て
他
ヰ
潤
に
規
得
て
る
禽
喩
貨
尾
野
葡
本

ド
つ
り
て
述
べ
、
史
に
こ
の
故
軌
の
翻
葡
え
ヱ
ぐ
う
怒
誉
茹

す
承
本
の
剖
且
蒜
私
に
つ
三
方
各
し
号
音
1
書
の
で

あ
る
．仁

者
者
の
会
咄
頂
肝
旛
屠
戊
新
春
号
う
、
席
和

上
阜
点
本
に
つ
い
て
ほ
、
夙
に
手
書
が
「
宜
等
雫
の
子

宝
ト
吾
最
上
r
れ
五
号
に
あ
る
「
大
師
犬
棺
泰
西

に
戎
8
1
＼
爪
て
、
交
替
説
き
隼
之
た
も
の
と
と
て
鍔
で
、
れ
た
．

久
、
中
田
繁
華
は
、
席
質
草
且
不
と
東
学
青
春
と
の

句
本
を
東
上
l
全
て
巌
さ
小
、
史
K
、
書
肇
が
空
落
と
さ

れ
た
「
大
坪
入
相
正
し
は
、
空
港
青
な
く
、
寛
思
川
吾
あ

そ
、
と
き
解
明
さ
仕
軍

、
＼
の
よ
、
7
K
、
お
墓
の
二
本
l
よ
脅
え
ず
バ
号
て
玖

上
中
ち
打
た
も
の
で
あ
る
が
、
予
の
一
朝
ヱ
一
一
且
に
止
ま
7
て
い



た
。
†
＼
て
示
碑
で
は
、
放
る
字
体
・
ヲ
フ
ト
ム
と
票
潮
境

呈
7
て
紹
介
す
る
と
苗
に
、
会
動
静
聾
第
の
製
史

が
・
ウ
牙
解
す
る
、
＼
と
に
て
る
・

お
墓
の
会
摺
抑
留
犀
頒
邪
末
の
調
査
だ
つ
い
て

は
・
声
等
再
画
の
盈
侃
了
・
呵
脅
曇
畳
屋
竿

を
怒
声
ヰ
管
勺
倉
の
勧
め
配
と
管
嚢
左
管
そ
・

ハ
ム
衣
に
つ
い
て
の
智
礼
苛
さ
朗
了
∴
え
．
滋
に
乃
イ
柑
礼
を
中

上
中
る
攻
矛
で
あ
る
′

ニ

寄

盈

備

翠

背

後

貫

蟄

会
則
瀾
川
舟
讐
襲
用
．
墨
炭
出
撮
㌫
会
盟
経

ず
壊
隻
を
別
号
た
ま
の
で
・
息
草
増
車
終
・
鋼
管

歓
賃
轟
等
身
、
、
中
で
も
笹
を
一
息
と
l
て
亘

は
T
、
仁
等
凛
滅
二
本
の
濱
忠
と
刊
旨
㌻
㌢
＝
て
華
へ
ろ
。

H
会
瑚
掛
留
原
俵
動
席
雪
耳
鼻
々
本
　
元

（
御
縁
蔵
茅
八
十
・
胡
舶
吉

本
吾
、
盈
葺
へ
＝
呈
）
に
卦
嘗
ネ
乍
鼻
守

る
こ
と
が
輿
受
甘
が
ー
ク
か
与
れ
ろ
．
本
丸
蔓
吾
手
そ
曳
璧
よ

る
。
部
費
数
笹
本
で
裾
見
違
へ
紙
の
料
紙
に
欄
外
1
碓
し
、

矛
矢
上
易
々
行
、
二
持
†
一
万
仁
者
ケ
し
て
い
ろ
．
今
二
千
一

丁
．
法
孝
は
、
放
一
八
・
八
嘩
碑
l
子
還
、
胤
考
盲
最
、

風
極
言
裾
で
あ
る
二
声
ヤ
ア
泉
官
押
朴
す
る
．
外
為
・

内
準
急
も
「
会
別
路
哉
屠
銀
凱
」
と
あ
り
．
内
項
l

く

珪
り
て
「
埼
進
訊
鴻
膿
脚
左
輿
者
す
エ
雷
八
席
祁
／
て
費
本

朝
久
し
と
あ
る
．
孝
は
、
崖
甘
｛
孝
で
左
等
）
に
あ
る
．

（
輿
濱
笥
号
凍
翌
年
丘
月
ム
量
刑
祀
埋
簑
J

雛
邪
が
法
鯛
㌍
本

し東
通
捜
す
湾
頭
挽
増
一
環
と

大
野
八
僧
正
御
崎

丘
周
二
卑
凌
姿
見
六
々
廿
日
」

へ
要
言
花
秤
T
J

か
捧
呈
一
フ
て
爛
盛
与
本
号
の
利
息
が
成
さ
れ
．
卯
に
薯
巧

夜
を
が
倣
丘
す
る
。
各
号
の
朝
エ
ー
。
は
一
面
が
留
め
ら
れ
る
。

易
一
種
は
叔
彩
と
ヲ
子
息
で
会
咋
上
ヱ
1
碁
卒
と
ケ
7
て
い

る
。
孝
痩
－
よ
笠
だ
汀
で
懲
払
し
革
袴
と
濱
な
る
刊
凄
さ
伽

、
て
て
い
る
．
者
達
考
と
も
に
孫
を
字
体
品
ら
見
て
禁
ム

計
T
刀
圭
そ
の
項
の
・
管
盲
あ
る
．
ヲ
フ
ト
且
は
、
仁
奪
舛
用
の

円
卓
息
で
あ
ろ
．
扱
彪
雫
殊
と
ヲ
コ
ト
息
は
、
婆
臭
の
易
喝
の

－
う
に
濾
Ⅱ
明
1
、
仕
る
．

七
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オ

ふ
瑚
主
上
環
が
禾
易
一
環
妻
承
、
毒
擾
督

r
ヲ
フ
ナ
息
呵
〕
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セ
叫
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し
り
・
・

白
斑
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〃
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□
甘

シ
テ
　
モ
≠
′

□
□
間
口

刊
本

八

、
＼
の
可
肯
、
音
宴
が
席
隻
手
止
且
8
ド
鳥
肉
楷
隻
莞

お
い
て
、
恐
ら
く
坤
の
宴
財
が
与
革
質
1
た
も
の
で
あ
る
．
音
盤

l
t
声
部
喜
確
の
履
勧
人
相
且
の
付
議
の
竣
㌣
あ
ゥ
、
繍
後

首
足
持
賃
の
盲
さ
あ
ろ
舛
ふ
ち
、
埼
玖
珂
喝
群
と
埠
酔
れ
た
．

入
水
九
号
（
二
丁
）
ユ
付
七
日
目
卒
－
て
い
る
（
′
A
倣
超
且
仙
北

昇
¢
）
．

寄
食
が
仏
文
し
た
利
親
は
、
琳
7
て
、
エ
周
一
一
千
（
本
九
こ
象

宴
席
†
月
サ
8
1
こ
、
た
蔦
で
蟻
照
子
相
都
の
靖
P
苛
が
、

、
遁
照
サ
護
粍
芸
り
て
、
大
師
大
僧
正
か
ー
ウ
苫
剖
賞
与
賃

－
た
も
の
で
あ
る
．
‥
？
、
と
は
、
彗
り
恋
亨
町
り
如
つ
れ
る
。

こ
の
人
師
友
伸
立
と
、
中
喝
線
香
は
賃
刹
入
棺
正
と
1
、
時
た
。

埠
考
は
、
桔
孝
。
貰
忍
且
の
灯
培
孝
子
で
、
右
吐
電
粋
．

患
靖
の
子
息
で
の
ソ
∴
埴
空
蕗
刺
と
サ
炬
八
た
．
長
和
音
T
へ

一
。
〓
＝
）
留
8
′
′
十
七
日
l
こ
Å
十
八
硬
で
卒
－
て
い
ろ
．
そ
の
師
l

の
貰
胡
（
婆
ヰ
ユ
‥
羊
へ
責
了
棍
賠
¢
手
金
九
八
）
）
は
、
草
法

皇
の
綿
で
、
入
用
■
戸
手
へ
九
叉
）
芸
か
寺
l
。
お
‥
て
菱
ド
値
っ

て
南
都
濾
頂
き
受
け
．
牢
か
号
初
号
に
璃
せ
与
れ
、
残
、
声
斌
池

畔
に
遁
照
寸
を
倒
壊
1
て
気
孔
。
カ
を
超
し
、
ガ
登
と

も
い
わ
れ
た
才
で
あ
る
（
鬼
胎
腰
君
寵
昇
三
、
号
）
．

荷
、
表
紙
号
7
バ
．
酋
帝
薄
ら
「
腎
増
し
巧
者
盾
が
あ
る
了
＼



の
啓
稀
は
、
北
経
度
五
年
骨
議
吾
弟
子
で
キ
槽
都
と
．
謀

れ
、
元
入
－
九
号
（
〓
こ
）
に
ム
十
衆
で
キ
ー
て
　
る
孟
欣
顛
才

寵
芽
七
）
．

以
上
に
ょ
れ
博
、
、
＼
の
車
が
、
声
孝
の
音
訓
歌
と
暮

す
と
ご
て
赤
承
し
だ
1
の
で
あ
り
．
そ
の
後
も
啓
猪
だ
よ
っ
て

珂
符
－
軋
㌧
菅
く
タ
I
姥
さ
声
写
経
硯
に
尊
革
Y
ハ
て
A
8

品
禾
1
、
時
尺
も
の
で
あ
る
と
見
・
り
れ
ろ
。
さ
す
中
華
夏
瑚
以

水
の
仁
等
の
苛
洗
い
そ
つ
が
が
、
つ
ヰ
妥
な
賓
吋
で
あ
ろ
．

国
会
馨
腺
就
寛
空
身
ヰ
慕
　
遠

（
等
分
蘭
が
孟

昔
は
、
夏
空
亨
（
丁
八
九
）
表
書
を
瑠
富
1
、

乳
申
年
－
て
訓
点
を
風
受
－
た
本
で
あ
そ
と
が
確
言
首
智
在

る
。
搬
尊
家
笹
本
で
憂
紙
の
料
残
1
。
背
で
施
し
、
木
耳
と

一
束
へ
行
、
′
一
打
丁
一
（
亨
志
井
了
て
る
。
心
音
で
。
連
隻

は
、
放
六
・
九
解
、
硝
l
子
鹿
、
思
竺
そ
。
嘩
ネ
鴇
芸

糎
で
あ
る
．
「
在
か
脅
し
の
恭
叩
き
仲
柊
一
旦
．
鬼
・
内
卒

虎
超
と
も
ぷ
剛
盈
珊
伽
濃
紺
L
と
あ
り
、
内
超
“
締
り
て

「
痺
退
蔑
膿
岬
人
骨
老
子
′
（
君
ハ
庫
布
ネ
呆
詔
歌
L

と
あ
る
．

照
孝
巧
本
文
と
8
才
で
次
項
の
ト
了
に
め
る
。

【
茅
石
j
会
期
凋
堺
原
潜
催
告
多
重
象
違
象
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A
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ソ プ オ

ふ
欄
ト
モ
上
尺
が
各
級
ガ
、
丁
度
が
墨
強
力

【
ヲ
プ
ト
魚
用
叫
〕

勺
敗

．
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（
虜
号
）
（
喜
）
夏
空
号
砲
旦
八
呆
声
寄
老
馨
！

（
書
「
呵
貰
去
月
十
日
噌
頚
骨
本
史
乙
て
己

会
怖
ド
号
て
屋
号
ヱ
孝
ド
よ
る
朝
恩
が
隼
人
、
別
ド
碑
グ

そ
の
昔
碩
カ
が
舟
す
包
茎
成
鳥
も
昔
と
伺
い
寛
哲
年
頭
の

加
点
で
あ
る
．
炊
力
各
じ
乙
ヲ
フ
ト
息
墜
前
項
の
茅
ノ
（
喝
の
J

・
）
に
抒
甲
、
仕
る
．
ヲ
プ
ト
息
は
、
声
か
寸
汁
用
の
円
せ
恩
で
あ

る
．
加
点
塙
は
轟
l
で
あ
る
が
、
本
書
が
柱
も
孝
漣
多
段
で

守
、
小
．
ヲ
コ
ト
息
が
円
甘
号
音
、
…
か
ち
、
仁
空
㌢
芸

‥
て
軽
質
1
緒
仁
J
ク
守
丁
小
た
と
孝
子
れ
る
！
＼
で
・
と

は
．
本
文
の
刊
龍
城
が
㌘
ネ
空
手
且
希
と
発
ヱ
教
す
る

。
と
町
ク
も
髄
ヤ
ク
れ
ろ
．

の
旅
和
才
丁
ゑ
矛
と
、
思
案
空
手
幕
と
の
剖
普
さ

比
で
る
と
、
詠
く
一
放
す
ろ
．
桝
え
ー
今
、
次
の
う
フ
そ
あ
る
．

1
∴
席
聖
薫
香
二
手
象
）

以
ち
鳥
海
ち
㌔
聖
も
子
軍
装
転
れ
埠

r
乃
・
ノ
ブ
罰
禾
）

丁
と
丁
し
へ
璽
言

蝉
丸
夏
裾
へ
扇
菅
平
確
度
彗
威
．
互
譲
ネ
し

「
ケ
。
し
（
星
）
　
「
ナ
ハ
L
（
g
T
）

。
鴫
厳
と
私
　
見
海
鼠
。
即
も
卦
牽
。

〔
盾
慧
空
一
（
孝
亨
ヰ
二
六
丁
宮
）

競
声
鞠
あ
先
晩
。
‰
キ
考
盈
京
禍
九
玩

′
ヽ

一
〇

牽
強
（
舞
扇
首
。
達
凍
彗
〆
顆
も

′
ヽ

祐
軋
軋
。
以
熱
海
泉
。
琶
鮮
卑

2
．
〔
虎
・
車
ム
与
え
矛
〕
ヘ
音
丁
最
上
で
す
麦
）

次
巳
か
墾
義
解
族
以
木
耳
遷
芦
務
三

七

ツ

チ

　

　

　

　

　

　

　

　

「

ヲ

．

L

（

者

）

三
卑
押
鶴
㍉
蠍
義
ぞ
瑞
紙
埠
垂
亀
璃
メ

軋
吾
竃
ぜ
竃
率
琶
票
忽
豪
．

【
寛
苧
音
丁
甘
孝
〕
（
ナ
言
草
～
十
七
丁
壊
）

空
餐
京
風
看
塙
以
木
耳
臭
も
ぎ
如
鞄
よ

三
卑
押
穐
㍉
郷
頸
・
或
紙
硯
　
環
　
璃
メ

風
杢
卑
職
篭
勺
範
。
軽
業
・
争
辟
彗
域

以
下
に
は
、
頭
重
へ
の
九
票
与
、
再
墟
｛
車
狭

窄
ノ
1
久
し
と
孝
「
卑
し
の
利
巧
雲
＝
て
、
－
呵
孝
之
比
べ
て

み
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草
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∵
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風
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畢
一
項
彗
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幸
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【
寛
治
三
キ
芸
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L
（
チ
）

蒜
解
電
李
裏
梅
ポ
今
泉
減
響
l
。
〈
享

芸
泉
一
望
驚
倒
芸
乳
－
一
叫
準
。
三
吉
〕

以
上
の
単
利
か
ら
如
ク
れ
ろ
ー
・
フ
ド
∴
原
和
音
亙
奉
る
瀬

と
貰
空
音
亨
ヰ
q
勃
蘭
と
誉
会
坤
に
互
7
7
、
対
す
腰
q
利

彦
l
。
亘
る
ま
で
も
聴
く
一
致
す
う
．
粗
L
、
超
し
都
に
且
車
と
施

し
た
ー
・
1
㌧
子
小
鉢
も
あ
る
が
、
十
の
「
頒
し
。
訓
堵
q
J
，
）
に
寛

諸
三
手
本
が
、
貢
は
「
郊
プ
ク
で
鼻
壊
硯
霜
現
し
て
華

“
へ
一
し

か
上
告
矛
と
巧
じ
に
し
た
。
五
、
で
L
L
壬
繚
均
し
て
、
「
わ
へ
J

と
食
箭
至
芸
了
了
′
刑
に
改
め
た
も
り
キ
㌧
占
巧
「
斉
し
の

・
＝
÷
．
二
乞
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壬
∵
子
こ
≠
責
三
三
圭
・
二
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二
．
吾

息
し
た
が
（
勺
且
が
孝
、
仕
て
盲
勺
で
外
す
威
喝
曹
あ
3
と

孝
子
〉
小
3
も
の
が
会
す
れ
る
。
い
す
小
た
∵
し
て
ま
、
、
4
よ
ー
フ
与

三
埠
忍
等
黎
よ
圭
ふ
蕗
守
そ
良
く
一
致
1
て
い
ス
ァ
り

で
あ
る
．
・
、
机
は
、
・
原
空
手
且
ヰ
k
烙
敵
手
小
穴
蔵
が
、
風

診
三
年
茅
に
愚
賃
に
年
子
～
仕
た
こ
と
き
奇
寸
も
q
で
今
更

席
雪
与
与
奪
芸
畳
肯
、
見
逆
の
☆
く
、
正
周
一
享
夏
一
）

に
戸
畑
号
の
寛
朝
の
討
挽
き
受
け
た
も
の
昔
年
て
て
い
ろ
。
夏
詣

三
者
乍
矛
の
剖
珠
が
良
三
歎
す
る
こ
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は
、
東
胡
の
訓
登
着

か
れ
∵
、
小
が
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ド
隼
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小
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拉
叩
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あ
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．
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よ
よ
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に
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矛
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て
．
寛
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訓
頚
を
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蒜
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搬
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．
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∵
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句
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茸
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．
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卑
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は
旨
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朝
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よ
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が
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1
て
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寺
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代
め
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．
高
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ガ
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亨
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葦
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光
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．
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仁
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＼
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茹
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．
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梓
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．
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「
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え
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光
＜
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．
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れ
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洛
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で
．
賓
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等

率
－
て
。
る
．
前
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や
く
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票
席
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と
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で
あ
り
．
呵
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刊

諜
す
布
・
Z
た
も
の
と
見
・
ケ
れ
る
．
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．
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威
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了
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て
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ヲ
子
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、
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れ
て
い
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で
み
る
が
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堀
は
前
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の
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く
、
∫
と
ち
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紀
で
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る
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介
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萎
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が
頚
骨
ぎ
ノ

余
る
．
猫
常
客
稗
登
奉

書
）
入
監
ヰ
七
月
寺
号
J
着
や
孟
壱

ヘ
音
）
「
景
青
嵐
了
L

凛
秀
l
富
木
可
。
皐
凄
l
の
後
考
ヲ
プ
ト
且
孝
具
ヲ

フ
ト
息
は
綱
目
せ
息
で
あ
る
が
、
討
餞
は
f
‘
と
呵
帯
紙
で

魂
．
ろ
．



一
し

0
0

RO
／

声
聖
去
就
箪
一
夜

吾
す
教
子
者
官
尊
ネ
永
（
各
号
祭
事
九
古

平
安
平
瑚
寺
了
．
ネ
チ
香
登
な
し
．
冬
草
品
々
ヲ

プ
ト
息
が
姥
1
仕
、
ヲ
プ
ト
点
は
草
叫
で
辛
費
ヤ
劇
末

（
鼠
稀
頑
）
芸
且
．
神
水
才
且
－
わ
上
し
た
息
本
の
孝

る
も
の
▲
ま
タ
日
が
、
い
ず
れ
も
ナ
せ
経
木
で
ぅ
ナ
′
せ
絶
初
項

C
も
の
で
あ
る
．
應
考
聾
1

1
苛
貸
欄
正
（
九
ま
で
÷
喜
一
一
）

へ
r
）

あ
た
～
の
蹄
周
で
あ
っ
た
可
徒
世
が
入
さ
‥
と
丁
目
て
り
る
。

澤
甥
生
木
宜
リ
の
易
い
夜
7
て
・
弟
九
4
（
人
八
九
し
ド
ほ
璃

癖
頭
を
骨
け
て
い
る
．
慧
孝
は
、
彊
奪
路
頭
ヱ
T

負
緒
が
足
立
し
、
埠
甥
、
易
、
傭
迫
と
接
7
怒
声
卑

菌
床
家
寵
）

勧
修
了
摺
琉

ナ
冒
す
風
姥
八
千
号
本
両
者
苛
〓
且
車
一
へ
孝
）

嫁
入
の
孝
へ
〓
九
一
一
〇
ド
義
邦
寸
で
窄
明
盾
筏
埋
骨
風
泳
㌃
本
i

項
て
者
写
し
、
朝
丘
し
だ
も
の
で
あ
う
が
、
本
鬼
ハ
ド
よ
る
と
、
承

妥
三
年
（
二
号
）
ド
勧
峰
寸
で
沖
粛
芽
と
該
蓼
御
者
と
の
訓
説

ヱ
硯
を
年
長
手
鼻
ご
て
い
る
‥
と
が
み
る
．

へ
頚
骨
）
凍
念
チ
エ
8
八
〇
を
尋
寿
甥
／
以
採
用
者

華
新
芽
仰
木
名
草

へ
朱
書
二
珂
皇
崇
葦
崩
泉
了
し

号
音
J
直
孝
：
次
8
本
呼
以
同
車
首
今
J
L

音
口
／
林
亨
ネ
九
月
サ
言
ポ
勧
修
貢
之

伐
木
革
運
細
身
革
具
永
塚
凄
歳
葡
癖
虜

本
云
～

．
殊
孝
品
々
7
7
息
が
液
1
、
仕
、
ヲ
プ
ト
ゑ
皆
爪
つ
大
骨
王

命
甘
え
㌣
あ
る
．
木
且
宝
庫
『
あ
る
。
・
＼
八
甘
薯

ト
∵
7
、
琢
儲
管
用
－
琴
ノ
勅
燈
り
の
か
邑
伯
太
神
都
（
声
量
手

＜
二
号
‡
十
凍
入
線
）
の
訓
塊
と
、
堵
相
身
、
沖
†
ユ
≠
薙
珂

喝
和
（
々
見
信
の
賓
）
の
訓
韓
と
き
隼
え
る
モ
の
で
．
あ
る
。
、
し

の
オ
声
音
7
骨
子
た
理
咽
冴
萄
背
け
初
茸
り
㌣
』
灯
明

で
あ
ら
伏
つ
て
、
し
ウ
キ
は
劫
蜂
捕
J
q
利
親
1
年
て
て
い
る
．

々
る
山
寺
或
紘
晩
期
瑠
暴
　
蕗
へ
条
理
饗
哀
皇
子
）

姥
軟
骨
看
官
。
海
嶺
窓
斬
型
杢
風
音
1
1
次
の
よ
）
と
雪
．

へ
孝
会
則
鼻
チ
、
塚
口
之
泉
つ

甘
薯
吼
右
下
に
皐
乳
酪
＝
」
と
君
・
泉
孝
品
々

ヲ
子
息
が
壊
さ
れ
．
ヲ
プ
ト
息
は
竪
す
三
務
信
息
で
め
丸

「
ネ
ロ
し
昔
巌
と
見
・
与
れ
る
・
藷
観
は
芸
才
貨
卜
教
書

，
訓
盲
拳
壬
姥
－
て
る
。
す
、
l
L
も
ヲ
子
息
ド
吏
す
春

希
息
を
伺
い
天
空
珠
に
法
瑠
御
原
質
五
山
て
畳
孟

一
五



托
瑠
γ
へ
放
倉
賓
承
何
3
3
「
単
勝
仏
嶺
填
て
碕
材
加
護
吉
、

水
軍
九
千
（
〓
竺
）
に
忽
孝
翠
良
工
婁
1
各
笠
し
て

い
ろ
（
敷
革
墾
ふ
て
宮
養
護
」
、
呵
二
品
〃
1
後
頭
骨
チ

経し。

E
．
三
者
番
組

ル
高
野
山
着
果
各
竺
キ
教
製
菓
・
東

条
芝
草
≡
芸
L
に
叡
埠
が
芽
が
与
蒼
へ
ー
た
牟
㍗
あ
上

々
急
呈
利
。
作
手
ユ
キ
ド
赦
禅
が
茄
盟
孝
娩
久
の
碑
．
魯
不

つ
た
相
席
虎
か
ら
結
締
し
た
も
の
千
あ
る
こ
と
が
畢
号
が

へ
‘
）

豆
ノ
如
～
れ
ろ
．

（
虜
号
）
を
二
幸
㌔
十
月
廿
青
畳
芽
貴
く

赦
碑
比
こ
せ
七

七
月
青
木
同
所
止
腎
ノ
　
未
呼
号

條
空
音
す
了
畳
を
是
等
芳
度
晋
目
線
く

叔
碑
そ
常

磐
嘗
哀
孝
勢
且
薇
を
盈
昔
王
と
、
谷
井
一
一
諒
打
瑚

常
夜
管
見
烏
子
松
達
の
確
矛
J
人
数
盈
腰
鬼
苓
雪
．

冬
爾
栗
の
嬢
で
も
あ
る
．
お
品
等
票
i
小
町
1
と
各
P

含
三
井
す
舛
極
の
本
で
あ
り
、
ヲ
子
息
が
曹
今
号
曾

こ
と
．
が
こ
れ
王
宮
付
け
て
い
ろ
。
え
ド
、
碁
息
・
呈
患
者
ド

一
六

月
資
に
「
主
キ
「
う
ー
曲
登
舛
用
え
歪
穿
曇

（
タ
）

や
体
を
用
い
て
い
る
‥
と
圭
、
、
肛
き
濠
付
け
て
い
る
。

～
l
高
山
寸
載
複
望
年
（
夏
）
凄
迫
号
暴
一
極

（
慮
っ
中
都
J
ハ
七
血
責
子
牛
）

希
望
生
T
仁
者
迫
が
音
字
－
た
、
…
軒
等
竜
l
A
も
了
滞

溝
琴
訂
奉

書
）
長
空
手
七
月
十
一
肯
考
1
会
刺
掌
阜
迫

願
憂
苦
必
貸
賃
丈
意
多
元
畳
貸

本
孝
の
株
易
と
ヲ
プ
ト
息
が
液
1
∴
ハ
・
ヲ
ク
と
音
喜
賢

で
あ
る
．
利
に
月
割
の
茎
叔
カ
が
あ
る
．
濱
退
け
恭
苛
す
め
る

餌
菌
杏
甘
窄
叫
か
・
ウ
、
各
号
弄
寸
窟
疎
と
見
ろ
皆
・

甲
ふ
抑
凋
軒
象
露
見
の
刊
草
へ

右
C
曹
本
吉
て
、
会
珊
瑚
扮
虚
根
摩
接
の
剖
餞
葺

管
見
ろ
た
め
ド
、
仁
等
蕨
の
席
空
手
且
本
よ
り
て
貫
潮

。
引
諷
盲
花
、
長
泉
且
l
こ
可
1
て
初
耳
鈍
の
動
乱
へ
頭
孝
）
才
芸

炊
あ
㌣
輯
孔
し
た
め
研
ぎ
手
掛
り
と
1
て
．
キ
ト
か
作
句
剖
髄
モ

胡
イ
る
と
、
次
石
へ
の
友
の
よ
、
）
に
な
る
へ
‘
是
齢
申
告
ナ
手
に

つ
り
て
り
孝
寿
q
衣
l
；
坤
r
あ
3
．
ヰ
・
7
－
日
は
ま
瑠

矛（）。



呵

て
現

仁

璃

7レ
半

l；

碑

乳

凝

7

墜

‥
忽

覇

気

・盈

凰

選

考
丸
て－欝

最

強

ネ

杢

鋤

糧
．

軋

熱
l 驚

肇

喝

㍗

鶴

一鋳

〃

芸

一
一．告
ナラ甘

、音
へ
物

⊥大

難
ォ

呵

武

札
．

ヒLrq′
l⊥11Tルーーと

甥

珂

戯

扁

如

一軒

1
歳
空
軍
等
矛
朱
息

4

声

か
奇

富
小
銃

昇

一
痩

呼

親

子

痺

レ真
幸ヽ

碑

乱

立

扱

‰

輝

卵

患

更
意

摩
＿

草

爪牙

轟
坤

＿

鼻
顛
埠
触

璃

音
源

激
評
声

軍

十
ぞ

㌘

対

物

貌

ナー1ハ

藷

触

モ郎

句

煽
「
画

一＿＿

移

付
友

一元

＿

呵
・星
後
方

慧

義

一豪

同

格

鞄

）－妄

風

が

担

粘
＿

甥

聖

f7

一、

滅

レ
半
l

接

戦

本

務
レ
軌

宰

観

．

．・ニ・．．．－－．－－．．．1

卑

見

馬

塊

季
彗
丼
今
夜
彗

東
夷

痢
郵

ち

苑

軋

弘
も

親

．

戒
隼

犠
一為

ユ

キ

極

右
1
ハ

J
入
冶
姜

完
本

■
圭
・芸
↓

㌣

郵

・璃

望

は

す

に

鹿
庫
ぇ
＝
一躍

＿

咄

…
・胤
で

痺
l単悠
）よ

軒
臥
押粛

融
慶

喜
㌧甥

針

鼠

剋

戒

告
孟
宕
表
現

製

頑

碗
喝ケ・り

政
和
叔
ァ
説

瑚
午
銭

力
）J

キ
相
対
吉
へ

∫
豊β

仁
か
寺
ぇ
姦
∵
昇
一一
薇

埼
或
句

ノ丸
彗

均

朋
至

l1－．・．．：・．．－．・．・．・・．t一＿

璃
♪嘉

一一旦

璃

視
て

滅
レ号

釣
戦

友
7シー・c

舶
用
蝶

貴
レ
坤

．

射
影

剋

威

妥
当
ホ本
意
癖

＿

奉
雪

患

家

辣
布
教
転
職
ば

摂
γ
強

′尭
ヲ

或
坤
も
1へ

7
軋
恥
量

冤

彗

瑞
触
一事

呵

均
一用
り

lて

煽
げ
客

車

甥

楓
，

城

塞
は
よ

釣
翫
ネ

一、

鰐

雛

妥
当
元

一子
孫
残

凍
彗

殉
教
‰

。

鍵
須
射
線
判

磯
了
風
1宛
1

或
脾
九
三

ざ
ま
号

C
声
音

哲

き痩

彗

農

芸

毎

晩

鞄
〉1

持

崩
が
勉

一l元

＿

彗

和
一と

戒

㍉
産
＝′ヽ

釣
鋸
甘

鱒

概
も

γ甥

義

塾

割
当
勲
到
疎
放

ンヽ
1ヽ

且

轡
如

p

如
軋
乳
酪
亀
′

増
て十
賭
力
・ぎ

或

物
も
1腋

l

I
l
r・．・・・．．

〃
長
ヵ
ェ互

h

こト
三者
青
苗
統

（
呵
均
質
急
ぎ
盈
告
笈
豊
菱
官
薮
富
み
宮
野
崩
壊
屋
香
各
号

）

、
、
丑
吉
～
ご
〃
と
、
次
の
、
L
と
が
ヤ
ヮ
れ
ろ
．
β
牢
等
寺
紘
昇

二
線
2
本
へ
∫
・
7
）
の
争
l
譲
は
、
鼻
今
時
に
は
、
月
に
客
育
代

等
嘉
7
7
う
老
後
を
訓
姥
と
一
次
す
ろ
．
増
し
都
会
的
l
二
川

至
玖
q
も
の
も
会
ま
れ
て
＝
る
が
・
ク
．
一
都
に
卯
孫
や
打
者
の

利
き
取
入
小
た
、
＼
と
が
孝
～
ろ
れ
ろ
。
C
仁
孝
耳
絶
草
薙
の

訓
戌
年
勅
令
拍
仁
は
仁
・
中
子
耳
純
の
募
議
・
草
薙
ふ
ぅ

帝
も
め
る
が
∴
中
小
巨
も
不
′
数
の
も
り
が
側
対
的
ド
ゑ
の

で
女
の
言
純
と
付
利
護
縄
と
且
許
る
。
E
エ
鼻
音
統

一
七



巧
翌
は
、
宗
す
ぎ
続
と
は
諒
し
な
い
判
官
多
く
．
会

く
桝
の
了
純
と
見
与
れ
そ
以
上
冒
j
上
潮
姥
㌢
見
て

会
見
節
か
蔑
抑
芸
風
杏
は
、
誉
率
に
藍
学
等
j

な
常
子
経
に
令
い
る
ご
と
が
孝
子
い
ろ
・

級
誉
潮
A
に
て
、
、
し
、
、
㌣
は
呈
り
孝
子
・
太
っ
た
、
・
と

急
呈
議
長
撃
て
乾
す
こ
と
に
す
る
。

呵
会
刷
頭
櫛
穿
虜
篠
威
品
哲
は
、
現
今
背
末
㌘

ハ
絆
、
才
芸
、
声
か
す
才
縄
芸
者
が
蕗
し
、
化
に
勅
等

草
紙
二
ノ
一
昔
縄
が
あ
っ
否
．
戸
等
。
募
有
は
東
新
の

翻
髄
を
蕪
え
、
第
二
線
何
頭
廓
蔓
り
剖
或
さ
蕪
乙
た
ヰ
句
と

阜
7
軒
ろ
．

甲
会
則
頭
倉
晋
儀
の
朝
恩
と
そ
。
剋
貨
は
、
ヰ
亨

胡
（
†
ゼ
化
．
賓
刻
。
痔
）
以
降
の
、
脅
い
老
婆
碁

盤
と
と
て
瑜
羊
久
朝
顔
“
鼻
ご
つ
い
る
．
ド
寄
葱
賢

一
頚
芸
け
る
、
妻
や
「
郎
」
の
望
埼
彗
綿
貫
呵

帝
－
た
通
り
で
あ
る
．
仁
如
才
各
紙
貰
一
【
碓
・
峯
二
線
、
エ
ヰ

掃
…
損
射
舶
航
越
冬
仕
る
ギ
巌

呵
会
瑚
欄
肺
腑
老
親
晶
該
は
、
希
碑
り
儲
帯
紙
の
網
で

は
、
患
貨
に
穿
1
、
八
7
い
た
．
、
＼
？
、
と
は
、
声
奪
耳
絶

一
八

客
一
緒
芸
げ
ろ
源
空
与
奪
孝
と
逸
竺
耳
学
卒
と
の
粛
債

旦
打
席
村
立
急
ナ
孝
に
男
子
抱
。
刊
と
～
て
確
衷
↑
、
小
六
星
夜

カ
と
そ
巧
言
細
。
朝
オ
と
。
鰯
叩
車
ぢ
如
ブ
ル
ろ
。

輿
と
㌃
、
遜
接
玲
蒜
、
他
市
攣
望
去
苓
争

或
い
は
・
部
課
壬
ヤ
て
た
1
ノ
す
き
、
と
が
行
わ
れ
∑
∵
7
1
く
、
会

今
池
い
て
剖
伐
が
受
介
上
玖
ヨ
且
矛
は
タ
小
。

叫
j
ト
藷
を
呵
い
く
了
も
の
は
円
了
綿
の
碁
で
音

、
、
と
が
ク
小
が
、
ヲ
プ
ト
息
と
朝
姥
。
寺
縄
と
空
疎
－
な
い

、
L
と
も
あ
る
。

雲
撮
る
簡
署
五
胡
芽
頂
哲
理
r
蔓
T
㌢
て

恩
威
の
懲
待
合
い
岬
で
あ
る
。

註
〕

↑
言
玖
泉
輿
速
達
の
寺
号
r
（
書
へ
の
顔
見
島
舟
映
）
．

（
ヱ
平
田
孝
入
可
言
草
費
芳
聴
診
局
〓
三
三
桑
・

（
十
注
へ
3
丈
細
萱
Å
須
与
る
・

（
4
）
曇
ヱ
）
巌
冒
〓
負
．

（
∫
牒
名
勝
1
禅
登
り
阜
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